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1.  平成26年3月期第1四半期の連結業績（平成25年4月1日～平成25年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第1四半期 34,104 7.2 1,060 16.1 1,500 65.9 812 72.8
25年3月期第1四半期 31,804 △2.5 913 29.7 904 7.1 470 △52.0

（注）包括利益 26年3月期第1四半期 2,030百万円 （―％） 25年3月期第1四半期 △607百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第1四半期 4.24 4.22
25年3月期第1四半期 2.45 2.44

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第1四半期 166,764 109,337 64.8 563.89
25年3月期 163,328 108,745 65.9 561.35
（参考） 自己資本   26年3月期第1四半期  108,085百万円 25年3月期  107,600百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― ― ― 7.50 7.50
26年3月期 ―
26年3月期（予想） ― ― 7.50 7.50

3. 平成26年 3月期の連結業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 139,000 5.0 3,000 75.4 2,900 24.6 1,500 ― 7.83



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく
四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想などの将来予測
情報に関する説明」をご覧ください。 

※  注記事項

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無
② ①以外の会計方針の変更   ：  有
③ 会計上の見積りの変更   ：  無
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期1Q 209,935,165 株 25年3月期 209,935,165 株
② 期末自己株式数 26年3月期1Q 18,256,930 株 25年3月期 18,251,563 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期1Q 191,680,716 株 25年3月期1Q 191,567,475 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報  

（１）経営成績に関する説明   

当第 1四半期連結累計期間（平成 25年 4月 1日～平成 25年 6月 30日）における日本経済は、大規模な金融

緩和策の効果等で円高基調も是正され輸出企業を中心とした業績回復の兆しが見え始めたものの、中国におけ

る経済成長率の鈍化、急激な円安による輸入価格の上昇、エネルギーコストの上昇に加えて消費税増税への不

安など、国内景気の押し下げ要因もあり、依然として先行きの不透明感が強く、総じて厳しい経営環境が続き

ました。 

このような状況下、当社グループでは、中期経営計画「Innovation 4S（平成 23年度～平成 25年度）」の最

終年度を迎え、重点戦略である「成長確保」と「体質強化」を両輪として、激変する市場環境への対応力強化

に取り組みました。 

その結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は 34,104 百万円（前年同期比 7.2%増）、営業利益は 1,060

百万円（前年同期比 16.1%増）、経常利益は 1,500 百万円（前年同期比 65.9%増）、四半期純利益は 812 百万

円（前年同期比 72.8%増）となりました。 

 

セグメントの業績は次のとおりであります。 

 

＜機能ソリューション事業＞ 

プラスチックフィルム分野は、原材料価格が高騰する中、野菜向け（防曇フィルム）やトイレタリー向

けなど生活用品用途の収縮フィルムは伸長しましたが、飲料用フィルムは動きが鈍く苦戦しました。エン

ジニアリングプラスチックス分野は、一般産業用途は半導体向けが堅調に推移しましたが、OA 機器用部材

は印刷枚数の抑制等により消耗品需要が低調で減収となりました。電子部品分野では、昨年度から

取り組んできた Windows8 搭載のパソコン向けタッチパネルの拡販などにより業績は改善しました。メディ

カル分野では、中国向け販売が回復し欧州向けも伸長しましたが、国内販売が低迷しました。以

上の結果、機能ソリューション事業の売上高は 13,915 百万円（前年同期比 19.2%増）、営業利益は 937 百

万円（前年同期比 7.7%増）となりました。 

 

＜アパレル事業＞ 

インナーウエア分野では、引き続き主力のベーシック商品が苦戦しました。また、生産の構造改革によ

る原価改善や固定費削減に取り組みましたが、円安による輸入品価格の高騰を受け、収益の改善は小幅に

とどまりました。レッグウエア分野は、ファッション商品が低調な中、プレーンストッキングや機能性を

高めたフットカバー、新トレンドであるレギンスパンツ（レギパン）が好調に推移しましたが、円安によ

る原価アップを吸収できませんでした。以上の結果、アパレル事業の売上高は 16,708 百万円（前年同期比

0.9%減）、営業利益は 560百万円（前年同期比 18.4%減）となりました。 

 

＜ライフクリエイト事業＞ 

不動産関連分野は、商業施設「グンゼ タウンセンター つかしん」の「にしまち」リニューアルオープ

ン効果により、売上高・来街者数ともに好調に推移しました。スポーツクラブ分野は、新規会員獲得キャ

ンペーンの効果により会員数が伸び堅調に推移しました。以上の結果、ライフクリエイト事業の売上高は

3,652 百万円（前年同期比 4.2%増）、営業利益は 251 百万円（前年同期比 53.0%増）となりました。  

 

（２）財政状態に関する説明 

総資産は、166,764 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 3,436 百万円増加しました。主な増加要因は、

現金及び預金の増加 1,500 百万円、受取手形及び売掛金の増加 1,293 百万円、投資有価証券の増加 640 百

万円、主な減少要因は、投資その他の資産「その他」の減少 556 百万円（長期前払費用の減少等）、商品

及び製品の減少 449 百万円であります。 

負債は、57,427 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 2,844 百万円増加しました。主な増加要因は、

コマーシャル・ペーパーを含む長短借入金の増加 4,592 百万円、支払手形及び買掛金の増加 455 百万円で

あり、主な減少要因は、流動負債「その他」の減少 1,364 百万円（設備購入支払手形の減少等）、賞与引

当金の減少 803 百万円であります。 

純資産は、109,337 百万円となり、前連結会計年度末に比べ 591 百万円増加しました。主な増加要因は、
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四半期純利益の計上による増加 812 百万円、為替換算調整勘定の増加 704 百万円、その他有価証券評価差

額金の増加 408 百万円であり、主な減少要因は、配当による減少 1,437 百万円であります。  

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

平成 26年 3月期の連結業績につきましては、当第１四半期連結累計期間の業績が概ね想定の範囲内で推

移していることから、平成 25年 5月 14日に発表した業績予想からの変更はありません。 

 

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

（税金費用の計算） 

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等

調整前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

有形固定資産の減価償却方法の変更 

有形固定資産（平成 10年４月１日以降に取得した建物を除く）の減価償却方法については、従来、当

社及び国内連結子会社は主として定率法、また、在外連結子会社は定額法を採用しておりましたが、当

第１四半期連結会計期間より、当社及び国内連結子会社において定額法に変更しております。 

当社グループの有形固定資産の利用状況を検討した結果、耐用年数にわたり安定的に稼動しており、

修繕費等の設備維持費用も概ね平準的に発生していることから、設備の物的劣化も年数経過とともに一

定に進んでいることが検証できたため、機能ソリューション事業の国内大型投資が概ね完了したことを

機会に、国内外の会計処理の統一を図るためにも定額法に変更し、耐用年数にわたって均等に費用配分

を行うことが、当社グループの事業特性をより適切に反映できるものと判断いたしました。 

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間の減価償却費が 246 百

万円減少し、営業利益は 160 百万円増加し、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ 170 百

万円増加しております。 
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年3月31日) 

当第1四半期連結会計期間 
(平成25年6月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,070 7,570

受取手形及び売掛金 28,736 30,029

商品及び製品 21,281 20,831

仕掛品 6,765 7,057

原材料及び貯蔵品 5,938 6,205

その他 4,672 5,087

貸倒引当金 △9 △21

流動資産合計 73,454 76,761

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 37,591 37,342

機械装置及び運搬具（純額） 14,524 14,496

土地 11,887 11,890

その他（純額） 1,299 1,643

有形固定資産合計 65,304 65,373

無形固定資産 1,674 1,651

投資その他の資産   

投資有価証券 11,831 12,471

その他 11,166 10,610

貸倒引当金 △102 △103

投資その他の資産合計 22,894 22,978

固定資産合計 89,873 90,003

資産合計 163,328 166,764

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,990 7,445

短期借入金 4,680 5,049

コマーシャル・ペーパー 11,800 16,100

1年内返済予定の長期借入金 1,911 1,927

未払法人税等 438 513

賞与引当金 1,136 332

その他 9,130 7,765

流動負債合計 36,086 39,134

固定負債   

長期借入金 11,647 11,553

退職給付引当金 1,805 1,835

長期預り敷金保証金 4,664 4,516

その他 378 387

固定負債合計 18,495 18,292

負債合計 54,582 57,427
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(単位：百万円)

前連結会計年度 
(平成25年3月31日) 

当第1四半期連結会計期間 
(平成25年6月30日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 26,071 26,071

資本剰余金 14,064 14,064

利益剰余金 76,700 76,075

自己株式 △7,603 △7,604

株主資本合計 109,233 108,606

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △27 381

繰延ヘッジ損益 57 55

土地再評価差額金 △400 △400

為替換算調整勘定 △1,261 △557

その他の包括利益累計額合計 △1,632 △521

新株予約権 268 268

少数株主持分 876 983

純資産合計 108,745 109,337

負債純資産合計 163,328 166,764
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 （２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
   四半期連結損益計算書 
    第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

売上高 31,804 34,104

売上原価 23,198 25,624

売上総利益 8,605 8,479

販売費及び一般管理費 7,692 7,418

営業利益 913 1,060

営業外収益   

受取利息 3 9

受取配当金 124 160

固定資産賃貸料 150 131

為替差益 － 287

その他 58 55

営業外収益合計 337 644

営業外費用   

支払利息 46 41

固定資産賃貸費用 140 118

為替差損 39 －

その他 120 45

営業外費用合計 346 204

経常利益 904 1,500

特別利益   

固定資産売却益 － 61

投資有価証券売却益 2 －

退職給付信託設定益 1,170 －

特別利益合計 1,172 61

特別損失   

固定資産除売却損 22 6

投資有価証券売却損 158 －

投資有価証券評価損 321 －

退職給付費用数理差異償却額 650 221

その他 7 －

特別損失合計 1,159 228

税金等調整前四半期純利益 917 1,333

法人税等 501 482

少数株主損益調整前四半期純利益 415 851

少数株主利益又は少数株主損失（△） △54 38

四半期純利益 470 812
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  四半期連結包括利益計算書 
   第１四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年６月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 415 851

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,759 408

繰延ヘッジ損益 29 △2

為替換算調整勘定 707 772

その他の包括利益合計 △1,022 1,179

四半期包括利益 △607 2,030

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △633 1,923

少数株主に係る四半期包括利益 26 107
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項
（継続企業の前提に関する注記）

　　　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）
　　　該当事項はありません。

（セグメント情報等）
Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年６月30日）
　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

機能ソリュー ライフクリ
ション事業 エイト事業

売　上　高

　 外部顧客への売上高 11,620 16,824 3,360 31,804 － 31,804

　 セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

計 11,669 16,857 3,506 32,033 △ 228 31,804

セグメント利益 870 686 164 1,722 △ 809 913

(注)セグメント利益の調整額△809百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、
    当該費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成25年４月１日 至 平成25年６月30日）
　１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

機能ソリュー ライフクリ
ション事業 エイト事業

売　上　高

　 外部顧客への売上高 13,882 16,663 3,557 34,104 － 34,104

　 セグメント間の内部
　 売上高又は振替高

計 13,915 16,708 3,652 34,276 △ 172 34,104

セグメント利益 937 560 251 1,749 △ 688 1,060

(注)セグメント利益の調整額△688百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり、
    当該費用は報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

　２．報告セグメントの変更等に関する事項
 （会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）
　有形固定資産の減価償却方法の変更
　  有形固定資産（平成10年４月１日以降に取得した建物を除く）の減価償却方法については、従来、当社及び
　国内連結子会社は主として定率法、また、在外連結子会社は定額法を採用しておりましたが、当第１四半期連
　結会計期間より、当社及び国内連結子会社において定額法に変更しております。
　  この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、当第１四半期連結累計期間のセグメント利益は、「機能
　ソリューション事業」で108百万円、「アパレル事業」で23百万円、「ライフクリエイト事業」で７百万円、
　「調整額」で20百万円それぞれ増加しております。

△ 228 － 

報告セグメント

アパレル事業 計
調整額
(注)

四半期連結
損益計算書

計上額

計

報告セグメント
調整額
(注)

四半期連結
損益計算書

計上額
アパレル事業

△ 172 － 

48 33 146 228

33 44 94 172
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